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研究成果概要 
平成２９年度は、以下の項目の作業を行

い、それぞれで成果が得られた。 
 
１） Auger 水タンク検出器からの同

期信号取得も継続している。 TASD
トリガーによって、取得されたイベ
ントを用い、TA地表検出器と水タン
ク検出器での空気シャワーに対する
応答を比較する解析が行われた。 
図１に示すようにモンテカルロシミ
ュレーションとの比較が行われた。
この結果について2018年春の米国物
理学会で報告が行われた。 

 
その他、以下に挙げる建設作業 保守作

業も平行して行われた。 
 
A) CLFに設置している 水タンク検出

器のデータ取得装置へは CLFの太
陽電池パネルから電源が供給され
ていたが、ＣＬＦの安定運用を行う
には負荷が大きいため、別電源を設
置する作業を行った。これによりCL
Fへの長距離無線装置の電電力を供
給し約28Wの余剰電力を得た。同時
にミューオン検出器から長距離無
線装置への接続が容易になった。 
  

 
B) 鉛サンドイッチ検出器の保守作業 

検出器日除けの布の破損が続いた。ため２回の交換を行った。また、冬にモジュールの一つで下
層からの信号が出なくなっていることが判ったので、別モジュールとの交換準備がおこなわれた 
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図１下の写真にある Auger South 検出器で TA と同期

して観測された空気シャワーからの信号の比較。 
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